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憲法9条をめぐる解釈の原点と 〃

サヴォナローラの時代、生涯、思想（五）

平成20年（受）第804号損害賠償請求事件

最高裁平成21年4月28日第3小法廷裁判

政策の視点-「九条運動」論のための

小林武

覚え書き（1）

合衆国憲法修正4条の行政調査への

〃

〃

2009.12

〃

〃

〃

〃

〃

2009.9

〃

小林武

須藤祐孝

春日修土地利用規制と司法救済

児童虐待強制立入調査と令状主義

【翻訳】ヨルク・パウル・ミュラー 小林武

取消訴訟か？確認訴訟か？

児童虐待防止法9条の3に基づく第183号

〃

001 006

『スイス基本権原論』（一三）

山本未来

〃

言語権-憲法的思考のための断章（1）

〃

001

【翻訳】ヨルク・パウル・ミュラー

第182号 サヴォナローラの時代、生涯、思想（四）

イラク派兵訴訟岡山地裁判決と平和的生存権

不合理であったとされた事例

005

〃フランチャイズ本部が提供した売上収益予測が

2009.3

【翻訳】<家出>をめぐる手紙-

001

フィリップ・ミニーニ（協力）修道士の胎動（2・了）-

ドイツ連邦通常裁判所第4刑事部2008年3月6日判決

小林武

生物医学機構「2004年8月6日の

【翻訳】ヨルク・パウル・ミュラー

ジロ-ラモ・サヴォナロ－ラ著

004

『スイス基本権原論』（一一）

胚性幹細胞（ES細胞）研究をめぐる法的課題

ルネサンス・イタリアにおける<政治的> 須藤祐孝（訳）

発行日

〃

人間の尊厳の多義性（五）

藤城和美 1999.7

あ 愛知大学法学会

1999.3001

あ 001

〃

第149号

愛知大学法学部法經論集

〃

002

西野基継

須藤祐孝サヴォナローラの時代、生涯、思想（二）

001

夏目文雄

001 003

小岩井淨とファシズム（一）

〃

第150号

日本ファシズム論と人民戦線論をめぐって

近代日本酒税法小史（XXXII）

001

〃

〃

〃

近代日本酒税法小史（XXXIII） 夏目文雄

欠陥車両による交通死亡事故に関する 岩間康夫

自治体議会改革の憲法問題 小林武

〃自動車修理工場長の保障人的義務

第180号

人間の尊厳の多義性（六） 西野基継

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

第181号

〃

2009.8フランス生命倫理法に見る胚および 小林真紀

〃

〃

『スイス基本権原論』（一二）

小林武

〃

〃

〃

〃

〃木村義和フランチャイズ契約締結準備段階において

生命倫理法の適用の総括」報告書をもとに

適用を手がかりに

須藤祐孝

〃

民法724条後段の適用制限について 久須本かおり

Ⅰ.谷山文庫 第5部　　寄贈図書・大学等

管理NO. 書籍名 論文名 著　　　　者

小林武
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〃

小林武

大林文雄
神社の大祭奉賛会発足式への市長の出席・祝辞と政教分離原則　-白山ひめ神
社事件最第一小判（2010[平成22]年7月22日）判例タイムズ1330号81項-

ヨルク・パウル・ミュラー『スイス基本権原論』（二〇・完）

001

訴訟上相殺の訴訟費用化について　

〃木村義和

〃須藤祐孝

〃

〃

サヴォナローラの時代、生涯、思想（七）

〃サヴォナローラの時代、生涯、思想（六） 須藤祐孝

〃

〃

2011.3On Neutrality of Network Regulation Ver.2.IIe

フランチャイズ契約における廃棄ロスとチャージ，そして見切り販売制限（2）

〃

012 第189号

片野三郎

商品先物取引における説明義務　-最高裁平成21年７月16日判決をもとに-

地方自治体の組織と権能に関する考察 入江容子

田中清久

小林武住民投票制度のプレビシット的運用（1）　-名古屋市の事例から考える-

ボスニア・ヘルツェゴビナ上級代表の権限行使に対する司法審査　-国際領域管理にお
けるアカウウタビリティーの問題の一側面-

伊藤博文

第186号

001

上杉めぐみ

〃

春日修

フランチャイズ契約における廃棄ロスとチャージ，そして見切り販売制限（1）

〃

2010.12

〃

2010.9

〃

ヨルク・パウル・ミュラー『スイス基本権原論』（一九） 小林武

001 009

2011.7

木村義和

小林武

藤城和美日中戦争前夜における労働戦線統一問題と人民戦線（下）

法科大学院における勉強法 森山文昭

ヨルク・パウル・ミュラー『スイス基本権原論』（一七） 〃

小林武

最高裁における政教分離の判断方法　-空知太神社違憲判決と富平神社合憲判決- 小林武 〃

第188号011

〃

岩間康夫

〃

政教分離に関する違憲審査基準の動揺　-砂川市政教分離訴訟を素材として-

ヨルク・パウル・ミュラー『スイス基本権原論』（一八）

私生活の尊重の概念と出自を知る権利　-ヨーロッパ人権条約８条をめぐる議論をもとに-

自衛隊とその「情報保全」活動の違憲性（2・完）　-憲法学の観点からの鑑定意見書-

001

ヨルク・パウル・ミュラー『スイス基本権原論』（一六） 小林武

小林武

001 010 第187号

規制行政と確認訴訟（当事者訴訟）による救済

小林武

自衛隊とその「情報保全」活動の違憲性（1）　-憲法学の観点からの鑑定意見書-

小林真紀

〃

〃

〃

小林武

大林文敏

〃

〃

〃

〃

『スイス基本権原論』（一四）

【翻訳】ヨルク・パウル・ミュラー

クローンと人間の尊厳

008

『スイス基本権原論』（一五）

政策の現点-「九条運動」論のための

憲法9条をめぐる解釈の原点と

〃

〃

西野基継

〃

〃

2010.7

ドイツ刑事法廷における答弁取引 ヘニング・ローゼナウ・加藤克佳[訳]

第185号

〃

通常生ずべき損害と損害軽減義務　-最高裁平成21年1月19日第二小法廷平成19年（受）第102号- 久須本かおり

〃

〃

〃

【翻訳】ヨルク・パウル・ミュラー 小林武

賃金請求権の消滅時効-グッドウィル事件

伊藤博文

金井幸子

【翻訳】合衆国連邦最高裁判所

第184号 李秀宓

ラルフD.アバーナシー他　対　L.B.サリバン

001 007 2010.3

〃

〃

小林武

　ニューヨーク・タイムズ社　対　L.B.サリバン

日雇い派遣労働者の賃金控除と

日中戦争前夜における労働戦線統一問題と人民戦線（上） 藤城和美

殺人現場に同行した者に危険な先行行為に基づく犯行阻止義務が認められ，作為行為者
との共同正犯とされた事例-東京高判平成20年10月6日判決，判例タイムズ1309号292項
以下-

〃

覚え書き（2）

自己株式の取得における開示制度

〃

〃

福岡地裁平成20年12月4日判決
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001

〃
道路にかかる都市計画決定に対する救済方法　-奈良地判平成24年2月28日大和都市計画
道路変更決定取消等請求事件・大阪高判平成24年9月28日大和都市計画道路変更決定取
消等請求控除事件-

〃陪審機能の変遷と刑事法の作用領域

春日修

〃

2013.7

〃

018 第195号

取得時効完成後の抵当権設定と再取得時効の成否

伊藤博文

須藤祐孝サヴォナローラの時代、生涯、思想（十）

久須本かおり

アメリカ会社訴訟における中間的差止命令手続の機能と展開（5）　-予備的差
止命令と仮制止命令の紛争解決機能-

吉垣実

建替え費用の損害賠償請求が認められるための要件と635条但書

吉垣実

久須本かおり

アメリカ会社訴訟における中間的差止命令手続の機能と展開（6）　-予備的差
止命令と仮制止命令の紛争解決機能-

携帯電話利用サービス契約の中途解約における解約金支払条項ならびに自動更新条項について

ミネソタ州の裁判実務におけるICT利用について

石口修

〃

2013.9

〃

〃

001

〃
1945年来日前の赤十字国際委員会代表マルセル・ジュノー博士による人道活動について　
-日本国内史料をもとにして-

<永遠の>マキャヴェッリ（二）　-内に怒りを秘めた男の人生と政治思想

生殖医療の進歩と人間の尊厳・人間の生命の保護 西野基継

019 第196号

〃

着床前診断の利用と「私生活および家族生活の尊重」　-ヨーロッパ人権裁判
所　Costa　および Pavan 対イタリア事件判決を題材に-

小林真紀

米国閉鎖会社法における少数株主抑圧に関する救済理論（2） 小林俊明

早野暁

フランチャイズ契約における廃棄ロスとチャージ，そして見切り販売制限（4・完） 木村義和

〃

〃

〃

〃

大林文敏

〃

提携リース契約の法的性質　-提携リース契約を「第三者のためにする契約」と構成することの試論- 上杉めぐみ

〃

大川四郎

〃

2013.3

須藤祐孝

001 017 第194号

アメリカ会社訴訟における中間的差止命令手続の機能と展開（4）　-予備的差
止命令と仮制止命令の紛争解決機能-

吉垣実

〃

近時における法・判例形成と憲法学 小林武

米国閉鎖会社法における少数株主抑圧に関する救済理論（1）

有期労働契約と変更解約告知　-ドイツ法を参考として-

第193号

アメリカ会社訴訟における中間的差止命令手続の機能と展開（3）　-予備的差止命令と
仮制止命令の紛争解決機能-

吉垣実

〃金井幸子

2012.12

小林俊明

サヴォナローラの時代、生涯、思想（九）

014

001 015 第192号

契約締結に向けられた信義則上の説明義務違反について　-最高裁平成23年4月
22日判決平成20年（受）第1940号損害賠償請求事件-

第191号

上杉めぐみ

李秀宓
行使条件に違反する新株予約権の行使に基づく新株発行の効力について　
-東京地判平成21年3月19日判例時報2052号108頁-

「真正な登記名義の回復」による中間省略登記　-最（一小）判平成22年12月16日を契機として- 石口修

早期完済違約金条項に対する適格消費者団体の差止請求権（第一審：京都地判
平成21年4月23日，控訴審：大阪高判平成21年10月23日）

団体訴訟制度における消費者契約法10条の要件

001 016

第190号

裁判員裁判におけるICT利用について

「主権」概念と「地域主権」改革

〃

〃

〃

〃

須藤祐孝

上杉めぐみ

片野三郎

須藤祐孝

〃

上杉めぐみ

2011.9

小林修

2012.2

〃

〃

〃

片野三郎

<永遠の>マキャヴェッリ　-内に怒りを秘めた男の人生と政治思想（一）

フランチャイズ契約における廃棄ロスとチャージ，そして見切り販売制限（3）

差止訴訟（抗告訴訟）における「損害の重大性」　-執行停止との関係において-中間省
略登記　-最（一小）判平成22年12月16日を契機として-

不招請勧誘禁止をめぐる法的課題（1）

春日修

山本未来

町職員の戸別訪問調査が国賠上違反とされた事例（関ヶ原町署名簿事件）　-名古屋高
裁判決（2012[平成24]年4月27日）-

伊藤博文

サヴォナローラの時代、生涯、思想（八） 須藤祐孝

複数反対債権による相殺の訴訟費用

〃

2012.8

〃

〃

〃

〃

001

木村義和

公園での子どもの事故と国家賠償法２条１項の損害賠償責任001 013

確認訴訟（当事者訴訟）と差止訴訟（抗告訴訟）の関係について 春日修

久須本かおり

上級審における相殺の訴訟費用
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5 -

5 -

5 -

5 -

5 -

上杉めぐみ

アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続 （3）
　　―わが国の仮処分命令手続への示唆―

認知症の人による他害行為と民法714 条責任，成年後見制度

ソ連占領期東ドイツにおける社会主義統一党の成立と変容（1）―独裁と社会主義の前提―

　｢内閣総理大臣靖国神社参拝訴訟における平和的生存権の主張」

アメリカ合衆国ハワイ州におけるフランチャイズ契約の定義（2・完） 木村義和027 第204号001

001 026

001

小林武

伊藤博文

占領最初期の沖縄の統治構造　-「沖縄諮会」についての分析を中心に-

ハワイ州の司法制度について

取消訴訟と確認訴訟（当事者訴訟）における《司法審査に適したタイミング》について

小林武

2015.10

春日修

〃

米国閉鎖会社法における少数株主抑圧に関する救済理論（３）

行政機関への差戻し　-アメリカ司法審査訴訟における通常の救済　-（2・完）

吉垣実

〃

近藤潤三

〃久須本かおり

ドイツ諸州の行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報告（３）

〃

西津政信

〃

2015.8

〃

〃

〃

〃

第203号

占領期沖縄の統治機構の変遷　-日本国憲法との接点を探りつつ- 小林武

16歳の少年が，風俗営業店（いわゆるキャバクラ）で大人びた態度で平然と飲酒遊興し
た場合であっても，民法21条にいう「詐術を用いたとき」に当たらないとして，民法5
条２項に基づく取消しが認められた事例

001 上杉めぐみ第201号

吉垣実

ルクセンブルクにおける終末期医療に関する法的枠組みの検討（１）　-2009年緩和ケ
ア法及び安楽死法の分析から-

春日修

小林俊明

〃

〃

〃

須藤祐孝

春日修

〃

ハワイ州の法実務・教育におけるICT利用について

〃

〃

〃

伊藤博文

2014.12

吉垣実

〃

〃

小林真紀

2015.3アメリカ合衆国ハワイ州におけるフランチャイズ契約の定義（１） 木村義和

アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続（2）　-わが国の
仮処分命令手続への示唆-

〃

香港の新会社法（2） 李秀宓

平和的生存権論の展開状況　-2008年名古屋高裁判決以降の特質- 小林武

春日修

西津政信

沖縄米軍基地爆音訴訟における平和的生存権の主張

ドイツ諸州の行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報告（２）

025 第202号

行政機関への差戻し　-アメリカ司法審査訴訟における通常の救済　-（1）

サヴォナローラの時代、生涯、思想（十二）

〃

001 023 第200号 日本国憲法制定期における沖縄の位置　-帝国会議の審議から- 小林武 2014.9

小林武

イギリスにおけるダイレクトマーケティングの規制

確認訴訟（当事者訴訟）の利用場面と確認の利益

024

アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続（１）
　-わが国の仮処分命令手続への示唆-

西津政信

021

〃

沖縄における平和的生存権の可能性

サヴォナローラの時代、生涯、思想（十一） 須藤祐孝

〃不招請勧誘の禁止をめぐる法的課題（2・完）

〃

アメリカ選挙運動資金における州公費補助制度の憲法学的考察　-Arizona Free 
Enterprise Club's Freedom Club PAC v.Bennett　事件連邦最高裁判決（2011年）の法

理-

001 022 第199号

〃

2014.8

借家権・看板設置権と不動産所有権との関係について（前編）　-所有権の行
使に対する制限法理の一適用-

石口修

〃

〃

〃

ドイツ諸州の行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報告（1）

落合俊行

上杉めぐみ

001 第198号

民法724条後段の適用制限・再考　-カネミ油症訴訟ならびに幼少期の性的虐待
を原因とするPTSD訴訟を契機として-

アメリカ会社訴訟における中間的差止命令手続の機能と展開（7）　-予備的差
止命令と仮制止命令の紛争解決機能-

001 2013.12
公海上の外国船舶に対する干渉行為をめぐる海洋法と国際人権法の交錯　-
Medvedyev 事件欧州人権裁判所判決を素材として-

〃

〃

2014.3

久須本かおり

吉垣実

第197号 田中清久020

李秀宓香港の新会社法（1）

小林武

〃予備的相殺と訴訟費用負担の裁判 片野三郎
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5 -001 030 第207号 ヨーロッパでの攻撃的取引行為への規制‐EU指令とイギリス法を中心に‐ 上杉めぐみ 2016.7

若者の政治参加を考える 永戸力 〃

香港の新会社法（3） 李秀宓 〃

第206号

〃

〃

〃

近藤潤三

〃

〃

サヴォーナローラの時代、生涯、思想（十三） 須藤祐孝

「安全保障」法制に対する違憲訴訟について　－その能否と可否ー 小林武

金融オンブズマンによる適合性原則の判断

平和的生存権の総合的・基底的権利性――沖縄に即した一考察――

〃

吉垣実

ドイツ諸州に行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報告（5）

伊藤博文

〃

人工知能の民事責任について

サヴォーナローラの時代、生涯、思想（十四） 須藤祐孝

西津政信

001 029

〃

〃

〃

上杉めぐみ

鈴木清貴民法上の正当防衛における侵害者の責任根拠

小林真紀

小林武

戦後史のなかの反ファシズムと反共主義―日独比較の視点から―

ルクセンブルクにおける終末期医療に関する法的枠組みの検討（2）
―2009 年緩和ケア法および安楽死法の分析から―

アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続 （5）
―わが国の仮処分命令手続への示唆―

2016.3

ソ連占領期東ドイツにおける社会主義統一党の成立と変容（2・完）－独裁と社会主義の前提－

イギリスでのNuisance Calls への取組み

〃

001

〃

西津政信

小林武

〃

〃上杉めぐみ

近藤潤三

〃
責任能力を欠く未成年者の不法行為と民法714 条の監督者責任
－最判平成27年4月9日平成24年（受）第1948号損害賠償請求事件－

久須本かおり

〃

〃琉球政府期における「裁判移送」事件

アメリカ連邦選挙資金法制における寄付総額規制の憲法学的考察─
─McCutcheon v. Federal Election Commission 事件連邦最高裁違憲判決（2014 年）
の法理

落合俊行

再説：確認訴訟（当事者訴訟）と抗告訴訟の関係について
―大阪地判平成26 年12 月4 日判例集未登載市道負担不存在確認請求事件―

春日修

ドイツ諸州の行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報告（4）

労働契約法19条と不更新条項の効力 金井幸子 2016.1028 第205号

アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続 （4）―
わが国の仮処分命令手続への示唆―

吉垣実 〃
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小林武 〃

〃

小林武 〃

001 036

〃

所有権留保売買における信販会社の法的地位

ドイツ諸州の行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報告
（8）

西津政信 〃

宮古島人頭税廃止運動の成功とその背景──請願権の観点からの考察──

石口修 〃

沖縄の戦前史と明治憲法 小林武

001 037 第214号 合議決定に基づく犯罪（1）──過失の共同正犯を中心に── 前嶋匠 2018.3

〃

サヴォナローラの時代、生涯、思想（十六） 須藤祐孝 〃

2017.7

ベルリン共和国の政治的変容（ ２・完）──鳥瞰の試み── 近藤潤三 〃

安保法制違憲訴訟における平和的生存権の主張 小林武 〃

001 035 第212号

障害者福祉施設における虐待の防止と障害者の意思決定支援について（２完） 久須本かおり 〃

フランスにおける意思表示できない患者の治療中止と差し控え 小林真紀

沖縄本土復帰以降の人権保障の状況

001 034 第211号 障害者福祉施設における虐待の防止と障害者の意思決定支援について（1） 久須本かおり

復帰後の沖縄と日本国憲法 -第 1章・第 8章における齟齬- 小林武

アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続 
(6)―わが国の仮処分命令手続への示唆

吉垣実　 〃

日本の「戦後」を考える視点──ドイツとの対比で──

第210号
アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続 (7)
　―わが国の仮処分命令手続への示唆―

吉垣実

私道の所有権と人格権としての通行権との相克(1)
　―解釈規範としての判例法理の位置づけ-

石口修

国際商事紛争の解決方法としての国際仲裁について
──国際仲裁手続の流れと国際仲裁の　利点・問題点の検討を中心にして──

李鎬元/吉垣実（訳）

〃

〃

2017.3

001 031 第208号 当事者訴訟の歴史的展開 春日修 2016.9

ドイツ民事訴訟法における不服申立教示義務 片野三郎 〃

沖縄施政権変換と日本国憲法 小林武 〃
ドイツ諸州の行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報
告（6）

西津政信 〃

2016.12

GPS捜査 -近時の刑事裁判例の考察と法的問題点の整理- 池亀尚之 〃

「法における柱状節理現象」分析の視点
‐刑事訴訟法39条1項の秘密交通権を対象とした個別法分析－

浅井正 〃

戦後史のなかの5月8日と8月15日‐日独比較の視点から‐ 近藤潤三 〃

「沖縄違憲訴訟」‐琉球政府期における日本国憲法への架橋の努力‐ 小林武 〃

ドイツ諸州の行政上の義務履行確保運用及び行政執行体制に関する調査研究報告（7） 西津政信　 〃

「人間の尊厳の原理は何を禁止するのか」 ウルフリット・ノイマン/西野基継（訳） 〃

001 033

第213号 フランチャイズ契約の更新拒絶について 木村義和 2017.12

田中清久001 032 第209号
国家管轄権外区域における海洋遺伝資源に関する科学調査から得られた
情報の公表・頒布・移転―国連海洋法条約による規律の可能性と限界

カリフォルニア州フランチャイズ関係法の改正について 木村義和 2017.9

近藤潤三 〃

日独戦後史の比較に向けて ──研究史を中心に── 近藤潤三 〃

認知症の人による不法行為についての家族の民法714条責任 久須本かおり 〃

ベルリン共和国の政治的変容（1）―鳥瞰の試み― 近藤潤三 〃

サヴォナローラの時代、生涯、思想（十五） 須藤祐孝 〃

沖縄における地方自治体の住民保護条例制定の課題（試論） 小林武 〃

001 038 第215号 合議決定に基づく犯罪（2）──過失の共同正犯を中心に── 前嶋匠 2018.8

情報技術の高度化と犯罪捜査(1)-犯罪捜査のための情報収集の法的規律の在り
方-

池亀尚之 〃

「宮古農民弾圧事件」と騒乱罪 小林武 〃
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〃

アメリカ連邦裁判所における予備的差止命令と仮制止命令の発令手続(8)
-わが国の仮処分命令手続きへの示唆-

吉垣実 〃

自治体立法権伸長のための若干の課題 小林武 〃

フランチャイズ本部によるフランチャイズ加盟店の商圏侵害に対する規制を目指してー
フランチャイズ本部によるフランチャイジ加盟店店舗の近隣への出店を規制することは
できるのか-

木村義和

契約締結過程における補助者の詐欺と民法96条２項の「第三者」(1)
-ドイツ法の展開を手がかりに-

溝渕将章 〃

許認可の要否に関する確認訴訟（当事者訴訟）の可否-
『当事者訴訟の機能と展開』補遺，東京地判平成29年6月1日判例集未登載・旅
館業法に関する地位確認請求事件-

春日修 〃

なぜ，人は自白するのか（自分に不利益な事実を認めるのか） 堀貴博・前嶋匠（紹介） 〃

001 039 第216号
国の国際違法行為への支援・援助に対する国際連合の国際責任に関する考察(1)
-国際連合平和維持活動による非国連部隊へのサポートに関する事例を素材として-

田中清久 2018.9


